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原子力システム研究開発事業「マイナーアクチニドの中性子核データ精度向上に係る研究開発」の一環

として、熱量測定による放射性サンプル量の正確な定量について報告を行う。 
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1. 背景 

加速器を用いた反応断面積測定において、標的となるサンプルの絶対量の精度は断面積測定の精度に直

接影響する重要なものである。しかしながらサンプルが放射性物質の場合密封性が保持されることが求め

られるため、サンプル作成後に非破壊で定量する手法が限定される。 

崩壊する核種の場合 Q 値は典型的に 5MeV 程度であり、崩壊熱としておよそ 1mW/GBq の関係が成り

立つ。そのため、W の精度で熱量測定を行えば GBq サンプルの崩壊熱が 0.1%程度で決定できる。Q 値と

崩壊確率が精度よく決定されている核に限定すれば、崩壊熱測定でサンプル量が高精度に決定できる。以

上の背景から、241,243Am のサンプル量を熱量測定により高精度に決定する目的で、TA インスツルメント社

製マイクロカロリメータ TAM IV を導入し測定の技術開発を行った。 

2. 測定・解析 

241Am密封サンプルは 950MBq および 480MBq の二種類、243Am密封サンプルは 240MBq、120MBq、60MBq

の三種類(すべて公称値)が用意され、熱量測定により 0.2%以上の高精度で発熱量を決定した。 

崩壊熱の直接測定は不純物からの発熱を区別できず、また測定領域外での発熱が測定できないというデ

メリットがある。不純物発熱の補正のために、封入前のサンプルと同じ同位体組成の溶液から作成した

線源のスペクトル解析を行い、不純物の定量を行った。さらに測定領域外での熱量漏れ補正のために、線

の影響を GEANT4 を用いたモンテカルロシミュレーションにより、崩壊に伴うニュートリノの影響を崩

壊理論モデルに基づき見積もった。報告ではさらに、Ge 検出器を用いた崩壊線測定による定量結果との

比較、およびマイクロカロリメータ自体の較正についても述べる。 

本報告は、文部科学省のエネルギー対策特別会計委託事業として、国立研究開発法人日本原子力研究開

発機構が実施した平成 28 年度の「マイナーアクチニドの中性子核データ精度向上に係る研究開発」の成果

である。 
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